
様式１

「５つのミッション」 「８の行動計画」 行動計画の中で重点化する取組 目標達成期間 具体的方策

北海道新十津川農業高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

７

「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

Ⅳ

地域交流の拠点とな
る学校

１
　企業・町との連携によるスマート農業学
習を積極的に取り組みます。
２
　ＩＣＴを用いた学習環境を整備するとと
もに積極的に活用します。

Ａ

Ｂ

１
・新十津川町及びクボタと
　の連携による食味・収量
　分析やドローンによる生
　育分析
２
・ＩＣＴを活用した農業生産

５

「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

６

「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

１
　みどりの食料システム戦略を実践し、化
学肥料や化学農薬の低減を目指します。
２
　地域緑化活動や環境学習をとおし、地球
環境を守る態度を育てます。

Ｂ

Ｂ

１
・土壌検査に基づいた、施肥設計
・緑肥作物を活用した、無化学肥

　料栽培の実証実験

２
・全校植裁ボランティア活動

１
　地域資源を活用した製品開発をおこない
ます。
２
　地域の関係機関（商工会・福祉施設・農
家等）と積極的に交流し、農福連携に取り
組みます。

Ａ

Ａ

１
・酒米粉を活用した地域特
　産品の開発等
２
・介護初任者研修の受講
・介護施設での交流活動
・農業関係機関視察研修

Ⅲ
　
地球環境を守り創造
する学校

４

「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。

Ⅴ
　
地域防災を推進する
学校

８

「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

　地震、火災、水害等の防災訓練に取り組
むとともに、農業の持つ多面的機能を活用
した地域防災に取り組みます。

Ａ

１
・農業土木視察研修等によ
　る農業の多面的機能の学
　習
・防災グッズの展示等

Ⅱ
　
地域社会・産業に寄
与する学校

１
　地域農業を理解するために、地域の農家
の方々や農業団体との交流をおこないま
す。
２
　小学校・中学校との連携による食育学習
を推進し、農業の理解者を広めます。

Ａ

Ａ

１
・ＪＡ青年部との意見交流会

・農家視察研修

２
・田植え・稲刈り体験交流
・農産物収穫体験等

１
　各科目ごとの研究活動を推進し、地域に
貢献できる態度を養います。
２
　校内での生産・加工・流通の体系を確立
し、地域農産物の６次産業化を推進しま
す。

Ａ

Ｂ

１
・各科目ごとの研究活動及
　び地域教育力の活用
２
・各科目間連携による、校
　内生産物での商品開発

３

「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

２

「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

Ⅰ
　
グローカル教育で人
材を育てる学校

１
　ＧＡＰやＨＡＣＣＰなどの学習をおこな
い、世界標準を意識しながら行動できる態
度を養います。
２
　ＳＤＧｓの学習を実践し、持続可能な社
会に貢献できる人材を養います。

Ａ

Ｂ

１
・ＧＡＰ講習会
・食品製造実習
・食品衛生責任者養成講習
２
・プロジェクト学習
・各科目ごとのＳＤＧｓの
　取り組み

全国の農業高校の行動計画

１
　
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

１
　プロジェクト学習や各科目ごとの研究活
動により、個々の専門的な力を身につけ、
主体的に学ぶ力を養います。
２
　地域との販売会や交流活動で一人一役の
役割を担うことで、自己肯定感を高め、社
会性を養います。

Ａ

Ａ

１
・実績発表大会
・ポスターセッション

２
・各種販売会
・花壇植裁活動

学校において令和７年度に重点化する取組及び具体的方策


